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（１）南極10mテラヘルツ望遠鏡＠ドームＣ

（２）南極30mテラヘルツ望遠鏡＠新ドームふじ基地

・口径10m、重量約100トン
・主鏡＝双曲面
・鏡面誤差～20μm以下（髪の毛の太さの4分の1程度）
・視野１度（月４個分、従来の100倍~400倍）→掃天観測に威力

・口径30m, 重量1000トン以上,
・必要電力600 kVA
・予算300~400億円
・国立天文台（概算要求）＋国立極地研究所
・筑波大学＋南極天文コンソーシアム）
・アジア(＋米、豪)との共同
・新ドームふじ基地を建設（付帯設備）



新ドームふじ調査

国立極地研究所

２０１７年（５９次隊）レーダー観測により候補地の雪氷下の調査
２０１８年（６０次隊）レーダー観測により候補地の雪氷下の調査と場所の決定
２０１９年（６１次隊）（他計画との兼ね合いにより、調査無し）
２０２０年（６２次隊）燃料・物資の輸送
２０２１年（６３次隊）掘削場等の建設と深層掘削につながるパイロット孔の作成

筑波大学・南極天文コンソーシアム
２０２０年（６２次隊）気象タワー設置（40m）、気象測定開始
２０２１年（６３次隊）～気象測定

電力
夏季・・・太陽電池パネル、バッテリー
冬季・・・？

「自然科学研究機構分野融合型共同研究事業」申請中
「南極観測」＋「天文学」
２０１７年~ ２０１８年、最大500万円×３年間



計画書

○南極３０ｍ級テラヘルツ望遠鏡計画

○南極高原地帯「新ドームふじ」の理由

○科学的意義（天文学）・・・進行中

○基地
建物、電力、水、下水処理、通信、
重機、
経費見積もり（概算）、・・・

○輸送
建設期、運用期
経費見積もり（概算）

○望遠鏡運用

港

ベルギー基地

デンマークの砕氷貨物船
（積載量 8000t）

昭和基地

新ドームふじ基地

南アフリカ
ケープタウン

５トン

20トン

道路建設
４往復／夏

1000 km

＊建物等
具体案をメーカーと協議開始

１版：２０１７年度、 ２版：２０１８年度


